
４/１1（土） 自己紹介シートを作ろう 

 

４/２5（土） みんなでフリートーク 

令和 8年 3月 発行 ガーデンキッズトリア（放課後等デイサービス） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

月 火 水 木 金 土 

【中学生の活動】 1 

ルールを守って 

遊ぼう 

2 

ルールを守って 

遊ぼう 

3 

ルールを守って 

遊ぼう 

4 

ルールを守って 

遊ぼう 

6 

ルールを守って 

遊ぼう 

7 

ルールを守って 

遊ぼう 

8 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

9 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

10 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

11 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

13 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

14 

自分のことを知って 

もらおう(自己紹介) 

15 

ピッコロについて 

知ろう 

16 

ピッコロについて 

知ろう 

17 

ピッコロについて 

知ろう 

18 

ピッコロについて 

知ろう 

20 

ピッコロについて 

知ろう 

21 

ピッコロについて 

知ろう 

22 

あいさつをしよう 

23 

身体を動かそう 

24 

あいさつをしよう 

25 

あいさつをしよう 

27 

あいさつをしよう 

28 

あいさつをしよう 

29 

昭和の日 

30 

あいさつをしよう 

 

【４月の活動】 ～ ピッコロについて / 自己紹介 ／ ルールあそび /あいさつ ～  

 

 

（今月の主な活動）  

《ピッコロについて知ろう》新しい友だちや職員、ピッコロの活動について知り、新しい環境で安心して過ごすことに繋げます。 

《自分のことを知ってもらおう》自己紹介をする中で、自分のことを相手に知ってもらい、友だちとの仲を深めます。また、自己紹介する際、話

すスピードや声量、聞き方についても確認します。  

《ルールを守って遊ぼう》ルールの必要性や、守ることの大切さについて確認します。また、実際にゲームや遊びを通して、ルールを守りながら

友だちと楽しい時間を共有します。 

《あいさつをしよう》さまざまな場面に応じたあいさつの仕方について、実際の場面や相手を想定したロールプレイを行い、確認します。 

※専門職の来所予定日 

公認心理師（松本）：11日（土）、20日（月） 

言語聴覚士（水流）：2日(木)、3日(金)、6日(月)、7日(火)、8日(水)、10日(金)、13日(月)、14日(火)、15日(水) 

１６日(木)、17日(金)、20日(月)、21日(火)、22日(水)、30日(木) 

理学療法士（樋口）：2日（木）、13日（月）、15日（水）、24日（金） 

作業療法士（大平）：3日（金）、22日（水） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 職員紹介 

★お知らせとお願い★ 

・提出書類につきましては、保護者の方より職員へ直接お渡しください。 

登園時間は、平日 16時 20分まで、土曜日（午前）10時～10時 20分まで、（午後）１３時 30分～13時 50分までにお願いします。 

・お迎えは、平日 17時 20分～18時 00分の間、土曜日（午前）１１時 50分～12時 10分の間、（午後）１５時 20分～１５時 40分の間

でお願い致します。 

・長期休暇中の登園時間は、平日(午前)10時 00分まで、（午後）15時 00分まで、土曜日（午前）10時 20分まで、（午後）13時 50分ま

でにお願いします。 

・お迎えは、平日 16時 45分～17時 30分の間、土曜日（午前）１１時 50分～12時 10分の間、（午後）15時 20分～15時 40分の間

でお願い致します。 

【キャンセル待ちについて】 

・キャンセル待ちの受け入れの連絡は、平日は当日の午前中まで、土曜日は前日までにトリアより連絡をさせていただきます。 

連絡がない場合は受け入れが難しい為、ご了承ください。 

【欠席連絡について】 

・平日は 16時以降、土曜日（午前）当日 9時 30分以降、（午後）13時以降の欠席連絡となりますと、おやつ代（￥7０／日）をご負担頂きま

すので、ご了承ください。当日のキャンセル連絡はコドモンではなく、お電話で連絡下さい。また、職員不在の際は、留守番電話にメッセー

ジを残しておいてください。※都合により、活動内容が変更になる場合は、入口掲示板にてご案内致します。 

 

 

   

園長 

つる 

水流 かおる 

 

支援課長、言語聴覚士 

 つる  さとし 

水流 理詩 

 

チーフ 

きのした  たかとし 

木之下  貴俊 

 

サブチーフ 

やまさき  たかこ 

山﨑  貴子 

 

児童指導員 

 くきた  なおと 

久木田 直人 

児童指導員 

まえだ  たかこ 

前田 貴子 

児童指導員 

たてやま  そう 

立山  想 

 

児童指導員 

しょうじょう  

猩々  えみり 

 

児童指導員 

ふく  まなか 

福  愛花 

 

 

笑顔の花を咲かせましょう 

梅の花が、控えめに「もうすぐ春ですよ。」と告げてくれるようになりました。 

今年は、年頭からさまざまな事があり被害を受けた方々の事を思うと胸が痛みますね。 

 今回は、私が最近よく考えるようになった「応答」についてお話させていただきます。「応答」ということばを調べると、「問いや話

しかけに応える事・受け答え」という意味が出てきます。単純に「聞かれたことに応える」というイメージですよね。ただ、この「応答」

ということばには、もっと深い意味がある気がしています。子育ての中で考えると、子どもが応じてほしいタイミングや内容と私た

ちの働きかけのタイミングや内容が一致している事が、子どもたちの満足度やその後の人とのかかわり方に大きな影響を与える

のではないかという事です。 

大人のタイミングで、子どもとかかわりを持ったとしても、子どもは「今」それを望んではいないかもしれない。子どもが「今」かか

わって欲しいと思っても、大人は忙しい時間であったり、気分が乗らなかったりしてかかわれない。または、子どもが望んでいるか

かわりとは別のかかわりをしてしまう。このようなずれが、何回も続いていくと、子どもは「もういいや」「どうせむりだよね」と「本当

にしてほしいこと」をあきらめてしまうのではないでしょうか。 

例えば、怖い夢をみてお昼寝から起きた子どもが不安になった時に、子どもは「抱っこをして、大丈夫よ」と応えてほしい。でも、

大人は忙しくて抱っこできなかったり、子どもの好きな事を提案したりすれば泣き止むのではないかと、泣いている子どもに「好き

なビデオつけてあげるから泣かないのよ」と応答する。とりあえず、子どもは泣きやむかもしれません。でも、子どもの気持ちは満た

されるでしょうか。 

このような「少しずれた対応」を私も三人の子育ての中でたくさんしてきたのだなあと最近思い返すことが 

しばしばあります。そして、もっと子どもたちの気持ちを理解するよう努めれば良かった、いろいろな事を 

後回しにしてでも子どもの「今してほしい想い」に応えていたら良かったのではないかとも思います。 

現在、子育て真っ最中のご家族のみな様、子どもが泣いているとき、不安そうにしているとき、元気がないとき、何かを訴えか

けているときこそ「応えてあげる」べきときなのかもしれません。子どもたちが「安心」して毎日楽しくわくわく生活するために、「応

答」について考えてみてはいかがでしょうか。今より、もっとこどもの笑顔が増え、良い関係が築けること間違いなしです！すべて

の子どもたちの笑顔が輝けるよう、私たちもご家族と同じ想いでお子さまたちとのかかわりを深めていきたいと思います。 

今年度もご理解とご協力に感謝いたします。  

 

 

児童通所部門 園長 水流かおる（公認心理師・社会福祉士）  

公認心理師 

まつもと   

松本  みどり 

 

理学療法士 

ひぐち   まさし 

 樋口  聖士 

 

作業療法士 

おおひら  ゆき 

 大平  優希 

 

児童指導員 

しまだ  かいせい 

嶋田  魁星 

 

保育士 

うえはら  まい 

上原  麻以 

 

【年間行事予定】 

・5 月 24 日(日) きょうだい児支援会① 

・6 月 17 日(金) 放デイ合同保護者会 

・8 月 13 日(木)～15 日(土) お盆休み 

・9 月 12 日(土) 児発・放デイ合同保護者懇親会 

・9 月 26 日(土) 茶話会 

・10 月 25 日(日) きょうだい児支援会② 

・10 月 21 日(水)～31 日(土)  ピッコロ個別相談 

・11 月 7 日(土)～8 日(日) あさひが丘秋まつり 

・12 月 29 日(火)～1 月 3 日(日) 冬期休暇 

・2 月 6 日(日) 児発・放デイ合同保護者会 

・2 月 15 日(月)～19 日(金) ピッコロ療育参観 

※予定が変更になる際は、お知らせいたします。 

【異動職員のお知らせ】 

4 月より地域生活支援センターあさひが丘へ異動いたします。お別れは寂しいで

すが、これからも形を変えてみなさまの支えとなれるよう努めて参ります。行事の

際など、成長したお子さまたちや保護者の皆さまに再会できる機会を、今から心

待ちにしております。ありがとうございました。（宇都 裕也） 

 

4 月より、こどもサポートセンターあさひが丘へ異動することになりました。 これ

までトリアでは、保護者の皆さまとともに子どもたちのたくましい成長を見守り、

応援することができ、とても充実した時間を過ごすことができました。少し離れる

ことになりますが、これからも子どもたちの成長を陰ながら見守り、応援していき

たいと思っております。これまでの貴重な出会いと経験に心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。（峰元 和代） 


